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4 今月の主な内容
●中川村第６次総合計画を策定しました（Ｐ２～５）
●令和２年度（2020年度）中川村の予算（Ｐ６～８）
●地域づくりのための補助制度を紹介します（Ｐ10）
●地域振興のための補助事業を紹介します（Ｐ11）

中川中学校入学式　４月４日（土）

Public Relations NAKAGAWAPublic Relations NAKAGAWA
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一
人
ひ
と
り
の
元
気
が
活
き
る
美
し
い
村
“
な
か
が
わ
”

「
中
川
村
第
６
次
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た

　
中
川
村
で
は
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
村
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
、
中
川
村
第
６
次
総
合
計
画
（
令
和
２
年
度

（
２
０
２
０
年
度
）
～
令
和
11
年
度
（
２
０
２
９
年
度
））
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１　
計
画
策
定
の
ね
ら
い

　

中
川
村
は
、平
成
31
年
度（
２
０
１

９
年
度
）
を
目
標
年
次
と
す
る
第

５
次
総
合
計
画
（
平
成
22
年
度

（
２
０
１
０
年
度
）
～
平
成
31
年
度

（
２
０
１
９
年
度
））に
基
づ
き
、「
一

人
ひ
と
り
の
元
気
が
活
き
る
美
し
い

村
“
な
か
が
わ
”」
を
目
指
し
て
、

村
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
20
年（
２
０
０
８
年
）を
ピ
ー

ク
と
し
て
日
本
全
体
が
人
口
減
少
局

面
に
入
り
ま
し
た
。
村
で
は
、
人
口

の
現
状
と
将
来
の
展
望
を
提
示
す
る

「
中
川
村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
お
よ
び

平
成
31
年
度
（
２
０
１
９
年
度
）
を

目
標
年
次
と
し
て
地
方
創
生
の
推
進

に
向
け
た
具
体
的
な
施
策
を
提
示
す

る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
中

川
村
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
急
激

な
人
口
減
少
の
抑
制
と
人
口
減
少
に

伴
う
地
域
経
済
の
縮
小
の
克
服
を
目

指
し
、
少
子
化
対
策
や
定
住
促
進
な

ど
の
施
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
の
地

方
自
治
法
の
改
正
で
、
国
の
地
方
分

権
改
革
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
地
方

公
共
団
体
の
運
営
に
関
し
、
基
本
構

想
の
策
定
義
務
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た

が
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
進

行
や
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
な
ど
へ

の
対
応
が
必
要
で
す
。

  

こ
の
た
め
、
今
後
も
行
政
と
地
域

住
民
が
一
体
と
な
っ
て
持
続
可
能
な

村
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
村
づ
く
り
の

指
針
と
し
て
、
長
期
的
な
展
望
と
そ

の
方
向
性
や
方
策
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
、
中
川
村
第
６
次
総
合
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
多
く
の
分
野
で
策
定
さ
れ

て
い
る
個
別
計
画
は
、
本
計
画
を
補

完
し
具
体
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
本

計
画
は
村
の
最
上
位
計
画
と
し
て
位

置
付
け
る
も
の
で
す
。

２　
計
画
策
定
の
経
過

　

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成

30
年
と
令
和
元
年
の
夏
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
ま
た
、
平
成
30

年
の
秋
か
ら
令
和
元
年
の
夏
に
か
け

て
４
回
に
わ
た
り
む
ら
づ
く
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
な
ど
し

て
、
村
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
多
く
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
村
で

は
、
現
在
の
中
川
村
に
対
す
る
ご
意

見
や
今
後
、
中
川
村
が
目
指
す
べ
き

姿
な
ど
に
対
す
る
ご
意
見
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
第
５
次
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
の
成
果
に
つ
い
て
役
場
各
課

で
の
自
己
評
価
を
行
い
、
計
画
の
原

案
を
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
原
案
を

基
に
、
村
議
会
議
員
、
村
の
公
共
的

団
体
の
役
員
お
よ
び
職
員
、
学
識
経

験
者
な
ど
で
組
織
す
る
総
合
計
画
審

議
会
で
の
６
回
に
わ
た
る
議
論
、
答

申
を
経
て
、
第
６
次
総
合
計
画
が
策

定
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
基
本
構
想

は
、
令
和
元
年
度
３
月
定
例
議
会
で

議
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

３　
計
画
の
構
成
と
期
間

　
「
中
川
村
第
６
次
総
合
計
画
」は
、

基
本
構
想
、
基
本
計
画
、
実
施
計
画

の
３
編
か
ら
構
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
次

の
よ
う
な
役
割
を
持
つ
も
の
と
し
ま

す
。

基本構想

基本計画

実施計画

村づくりの基本的な理念と目指すべき
将来像、施策展開の基本的な考え方を
示す

基本構想に基づき実施する基本的
な施策の体系を示す

基本計画に基づいた具体的
な事業に関する年次計画で、
毎年度の予算編成の指針と
なるもの

基本構想

基本計画

実施計画

2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029

10年

５年（前期基本計画）

３年

３年

３年

５年（後期基本計画）
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①　

基
本
構
想

　

基
本
構
想
は
、
将
来
に
向
け
て
の

村
づ
く
り
の
基
本
的
な
理
念
と
目
指

す
べ
き
将
来
像
を
明
確
に
し
、
そ
れ

を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
展
開
の
基

本
的
な
考
え
方
を
示
し
た
も
の
で
、

基
本
計
画
・
実
施
計
画
の
基
礎
と
な

る
も
の
で
す
。

　

基
本
構
想
の
期
間
は
、
令
和
２
年

度
を
初
年
度
と
し
、
令
和
11
年
度
を

目
標
年
度
と
し
た
10
年
計
画
と
し
ま

す
。

②　

基
本
計
画

　

基
本
計
画
は
、
基
本
構
想
に
基
づ

き
実
施
す
る
施
策
の
長
期
的
目
標
と

体
系
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

基
本
計
画
の
計
画
期
間
は
、
前

期
・
後
期
に
分
け
、
令
和
２
年
度
か

ら
令
和
６
年
度
を
前
期
基
本
計
画
と

し
、
令
和
７
年
度
か
ら
令
和
11
年
度

を
後
期
基
本
計
画
と
し
ま
す
。

③　

実
施
計
画

　

実
施
計
画
は
、
基
本
計
画
に
基
づ

い
た
事
業
の
実
施
に
関
す
る
年
次
計

画
と
、
そ
の
財
政
的
裏
付
け
を
定
め

る
も
の
で
、
毎
年
度
の
予
算
編
成
の

指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

　

実
施
計
画
は
３
年
計
画
で
、
毎
年

度
更
新
し
て
い
く
も
の
と
し
ま
す
。

村の将来像
　私たちの暮らす中川村は、東に南アルプス、西に中央アルプスの山並が連なり、その間を天竜川が流れ
る伊那谷の中央にあります。この大自然が与えてくれる恵みは、悠久のときを刻み現代まで私たちの暮ら
しを支えてくれています。また、この大自然の中で、独特の風土・文化が栄え、受け継がれてきました。
　現在の日本は、人口減少社会、少子・高齢社会が到来し、縮小局面を迎えました。村でも、人口減少や
高齢化の進行により、地域に様々な影を落とし始めています。
　中川村は、平成30年（2018年）に村発足60年の節目を迎えました。人口減少時代においても、社会情
勢の変化に対応しながら、引き続き住み良い環境を守りさらに地域の資源を活かして、持続可能な村づく
りが必要です。
　第６次総合計画においては、第５次総合計画の基本構想を継承し、次の将来像を掲げて、村民一人ひと
りが元気に個性を活かして活躍できる村づくりを進めます。

村づくりの基本方針
　住民生活の一層の質的向上と人口の急激な減少の抑制、地域のさらなる活性化に資するよう、住民一人
ひとり、地域、企業、各種団体、行政などが共に取り組む村づくりの基本方針を以下のとおり設定します。
　
■ 誰もが安心して元気に暮らせる村づくり
　出生から老後まで安心して生き生きと暮らせる地域社会づくりを目指します。
　子どもがのびのびと育つ子育て支援、若者が定住しやすい環境づくり、高齢者や障がい者が安心して
暮らせ、学習や経験・技能が地域社会で活かされる場づくり、住民が安心して暮らせる村づくりを進め
ます。

■ 村全体が農村公園の美しい村づくり
　村全体を農村公園ととらえ、農地と森・川を育み、中央・南アルプス、そして天竜川を望む雄大な景
観の中で、住民が心豊かに快適に暮らし、訪れた人が癒やされる、美しい村づくりを進めます。

■ 村の魅力を活かした産業育成で若者が夢を持てる村づくり
　村の魅力を活かした、農・商・工の連携による内発的・持続的発展により、若者が夢を持てる高い付
加価値を実現し、農業を基盤に「日本で最も美しい村」連合ブランドを活かした元気な経営体が育つ村
づくりを進めます。

■ 人々が絆（きずな）を実感できる村づくり
　自助・互助・公助・共助の精神に立ち、絆（きずな）を大切に、すべての住民の知恵や能力が地域社
会で活かされ、人と人との温かい結びつきを実感できる村づくりを進めます。

〈中川村の将来像〉

一人ひとりの元気が活きる美しい村"なかがわ"
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　第１章　保健福祉分野
誰もが自分らしく暮らし続けることのでき
る "なかがわ"

目指すべき方向
　安心して子どもを産み・育てる環境を整備し、
また、すべての住民が健康で自分らしさを発揮し
ながら、人と人とのつながりが地域の暮らしやす
さを向上させることのできる"なかがわ"を目指し
ます。

目指すべき方向を実現するための政策
①少子化対策・子ども子育て支援
■結婚、妊娠、出産、子育ての各段階に対応し
た少子化対策の推進
■子どもの成長を育む環境の整備
■社会的援助が必要な子どもなどへの支援

②高齢者の社会参加と高齢者福祉サービスの推進
■高齢者の社会参加の促進
■高齢者福祉サービスの充実
■介護保険制度の適正な運用

③障がい者福祉と地域福祉の推進
■障がい者（児）の福祉の充実
■地域福祉の充実と生活困窮世帯への支援

④健康づくりの推進
■健康増進への取り組み
■こころの健康の取り組み
■地域医療体制の維持と公的医療保険の適正な
運用

　第２章　教育・文化分野
悠久の歴史の中に人と文化が息づき郷土愛
を育む "なかがわ"

目指すべき方向
　生涯を通じ、家庭、地域、学校が連携して、郷
土を愛し誇りに思う「人」を育て、悠久の歴史と
文化を継承する「こころ豊かな教育」を行うこと
のできる"なかがわ"を目指します。

目指すべき方向を実現するための政策
①未来を担う人材の育成と環境整備
■幼児期から高等教育までの教育環境の充実
■子どもに応じた支援の充実
■家庭、地域、学校の連携による教育の提供

②生涯学習の推進
■生涯学習環境の充実

③文化の継承と文化芸術の創造
■文化財の保護と文化の継承
■文化芸術の創造

④生涯スポーツの推進
■生涯スポーツの推進
■スポーツを通じた交流の拡大の推進

⑤国際交流・多文化共生社会の実現
■国際交流や多文化共生社会の実現

⑥人権の尊重
■人権の尊重社会の実現

　第３章　防災・減災、安全分野
誰もが安心・安全に暮らすことのできる "なかがわ"

目指すべき方向
　誰もが、安心して暮らし続けることのできる"なかがわ"を目指します。

目指すべき方向を実現するための政策
①災害に強い地域づくりの推進
■防災・減災対策の推進
■消防力の充実強化及び火災予防

②安心して暮らすことのできる地域づくりの推進
■交通安全対策の推進
■防犯対策の推進
■消費者保護
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　第４章　環境分野
多くの自然に育まれ持続可能で快適に暮ら
し続けられる "なかがわ"

目指すべき方向
　次世代に豊かな自然環境を継承するための保全
に取り組むとともに、快適な生活環境と持続可能
な社会を共に実現する"なかがわ"を目指します。

目指すべき方向を実現するための政策
①環境負荷の少ない持続可能社会の実現
■低炭素社会の実現
■循環型社会の実現

②美しい村の自然を活かした心地よい生活環境の
　実現
■自然環境の保全
■公共用水域の水質汚濁防止
■生活環境の保全
■空き家対策の推進

　第６章　都市整備分野
生活基盤が整い快適で暮らしやすい
 "なかがわ"

目指すべき方向
　住民の誰もが住み慣れた地域で暮らし続けるた
めに「小さな拠点」の形成を目指すとともに、生
活機能の維持による快適な暮らしと活動ができる
"なかがわ"を目指します。

目指すべき方向を実現するための政策
①魅力ある地域づくりの推進
■"小さな拠点"の形成
■生活基盤の維持
■誰もが暮らしやすい村づくりの推進
■地域資源を活かした景観の保全

②交通環境の整備
■公共交通機関の利用促進・充実
■交通ネットワークの維持・形成

　第５章　産業・経済分野
いつまでも働き続けられ活気あふれる
 "なかがわ"

目指すべき方向
　地域特性を活かした多様な産業が連携し、いつ
までも働き続けることのできる就労の場の創出
と、担い手の育成で、活力とにぎわいがある"なか
がわ"を目指します。

目指すべき方向を実現するための政策
①農林業の振興
■担い手づくりと農地の有効利用
■生産振興と販売力の強化
■森林の保全と資源の活用

②商工業の振興
■商工業の強化
■地域の特性を活かした商工業の振興
■新たな産業の創出

③観光の振興
■観光資源の有効活用
■DMOとの連携
■インバウンドの推進

④就労支援
■就労の促進
■勤労者福祉の充実

　第７章　行政経営分野
住民への行政サービスを維持しつつ
持続可能な "なかがわ"

目指すべき方向
　限られた行政資源を有効に活用し、サービスの
「質」と「量」のバランスに配慮しつつ、協働の村づ
くりによる持続可能な"なかがわ"を目指します。

目指すべき方向を実現するための政策
①住民が主役の地域づくり
■協働の地域づくりの推進
■地域づくり団体の育成支援
■他地域との交流

②持続可能な行財政運営
■適正な行財政運営
■公共施設の管理運営
■質の高い行政サービス
■広域行政

　
「
中
川
村
第
６
次
総
合

計
画
」
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

役
場
総
務
課
窓
口
、
図
書

館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

総
務
課
む
ら
づ
く
り
係

内
線
24
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一般会計予算総額	 33億5,600万円
特別会計３会計予算総額	 11億6,050万円
公営企業会計（上下水道）予算総額	 6億9,948万円

令和2年度（2020年度）中川村の予算

一
般
会
計
の
予
算
計
上
状
況

○
自
主
財
源
（
村
税
な
ど
自
主
的
に

調
達
で
き
る
財
源
）

　

村
税
は
、住
民
税
や
固
定
資
産
税
の

増
額
に
よ
り
増
額
計
上
と
な
り
ま
し
た

　

寄
附
金
は
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
活

用
に
よ
る
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の

増
額
を
見
込
み
、
増
額
計
上
と
な
り

ま
し
た
。

　

一
方
で
、
繰
入
金
は
、
役
場
庁
舎

空
調
設
備
な
ど
改
修
工
事
の
財
源
と

し
て
、
公
共
施
設
等
整
備
基
金
を
繰

り
入
れ
ま
す
が
、
前
年
度
と
比
較
す

る
と
減
額
計
上
と
な
り
ま
し
た
。

○
依
存
財
源
（
国
や
県
の
意
思
決
定

に
よ
り
調
達
で
き
る
財
源
）

　

地
方
交
付
税
は
、
地
方
財
政
計
画

や
、
前
年
度
の
交
付
実
績
な
ど
を
踏

ま
え
、
増
額
計
上
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
の
減
額
計
上
に
よ
り
、

県
支
出
金
は
、
望
岳
荘
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
設
置
工
事
終
了
に
よ

る
林
業
再
生
基
盤
整
備
事
業
の
減
額

計
上
な
ど
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
減
額

計
上
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
債
は
、牧
ヶ
原
文
化
公
園
屋
外

ト
イ
レ
増
改
築
工
事
や
、障
が
い
者
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
な

ど
の
新
規
起
債
が
あ
り
ま
す
が
、全
体

と
し
て
は
減
額
計
上
と
な
り
ま
し
た
。

○
義
務
的
経
費
（
支
出
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
も
の
）

　

人
件
費
は
、
臨
時
職
員
の
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
へ
の
移
行
な
ど
に

よ
り
、
増
額
計
上
と
な
り
ま
し
た
。

　

扶
助
費
は
、
福
祉
医
療
費
給
付
や

児
童
の
施
設
型
給
付
費
、
障
が
い
者

自
立
支
援
給
付
費
な
ど
の
増
額
に
よ

り
、
増
額
計
上
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
債
費
は
、
大
型
の
元
金
償
還
の

終
了
な
ど
に
よ
り
減
額
計
上
と
な
り

ま
し
た
。

○
任
意
的
経
費
（
任
意
な
事
業
に
支

出
す
る
も
の
）

　

物
件
費
は
、
臨
時
職
員
の
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
へ
の
移
行
や
シ
ン

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
サ
ー
バ
・
巡
回
バ
ス

更
新
事
業
の
完
了
な
ど
に
よ
り
、
減

額
計
上
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
助
費
は
、
貯
水
機
能
付
配
水
管

設
置
工
事
負
担
金
や
小
規
模
ケ
ア
施

設
整
備
事
業
補
助
金
の
新
規
計
上
な

ど
に
よ
り
、増
額
計
上
と
な
り
ま
し
た
。

　

普
通
建
設
事
業
費
は
、
役
場
庁
舎

空
調
設
備
な
ど
改
修
工
事
や
牧
ヶ
原

文
化
公
園
屋
外
ト
イ
レ
増
改
築
工

事
、
障
が
い
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
改
修
工
事
、
大
草
城
址
公
園
法

面
対
策
工
事
な
ど
の
新
規
計
上
に
よ

り
、
増
額
計
上
と
な
り
ま
し
た
。

　

積
立
金
、
出
資
金
は
、
災
害
対
策

基
金
積
立
金
の
新
規
計
上
な
ど
に
よ

○
地
方
債
残
高

　

令
和
２
年
度
末
の
地
方
債
残
高
見

込
み
は
、
予
定
し
て
い
る
障
が
い
者

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

や
牧
ヶ
原
文
化
公
園
屋
外
ト
イ
レ
増

改
築
工
事
、
大
草
城
址
公
園
法
面
対

策
工
事
な
ど
に
よ
り
、
起
債
見
込
額

が
元
金
償
還
見
込
額
を
上
回
り
、
令

和
元
年
度
末
の
残
高
見
込
み
に
比

べ
１
，４
１
３
万
円
増
の
31
億
３
，

４
７
１
万
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

○
基
金
残
高

　

令
和
２
年
度
末
の
基
金
残
高
見
込

み
は
、
公
共
施
設
等
整
備
基
金
５
，

０
０
０
万
円
の
取
り
崩
し
を
予
定
し

て
い
る
た
め
、
令
和
元
年
度
末
の
残

高
見
込
み
に
比
べ
３
，４
０
４
万
円

減
の
23
億
４
，３
０
２
万
円
と
な
る

見
込
み
で
す
。

○
国
民
健
康
保
険
事
業

　

共
同
保
険
者
で
あ
る
県
は
、
保
険

給
付
に
必
要
な
費
用
を
全
額
市
町
村

に
交
付
し
、
市
町
村
は
、
県
が
決
定

し
た
「
国
保
事
業
費
納
付
金
」
を
支

払
う
た
め
に
必
要
な
費
用
を
保
険
料

「
国
保
税
」
で
徴
収
し
ま
す
。
令
和

２
年
度
は
保
険
給
付
費
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、増
額
計
上
と
な
り
ま
し
た
。

○
介
護
保
険
事
業

　

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平

成
30
年
度
～
令
和
２
年
度
）
の
最
終

年
と
な
り
ま
す
。
要
介
護
認
定
者
数

の
増
加
に
伴
う
給
付
費
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、増
額
計
上
と
な
り
ま
し
た
。

○
後
期
高
齢
者
医
療

　

保
険
料
の
徴
収
と
、
徴
収
し
た
保

険
料
を
広
域
連
合
へ
負
担
金
と
し
て

納
入
す
る
こ
と
が
主
な
事
業
で
あ

り
、
被
保
険
者
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、
増
額
計
上
と
な
り
ま
し
た
。

○
水
道
事
業

　

収
益
的
収
入
支
出
は
、
漏
水
探
知

器
の
購
入
な
ど
に
よ
り
、
増
額
計
上

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
資
本
的
収

入
支
出
は
、
貯
水
機
能
付
配
水
管
設

置
工
事
負
担
金
の
新
規
計
上
な
ど
に

よ
り
、
収
入
が
増
額
計
上
と
な
り
ま

し
た
。

◯
下
水
道
事
業

　

令
和
２
年
度
か
ら
、
公
共
下
水
道

事
業
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
事
業
が

企
業
会
計
へ
移
行
し
、
下
水
道
事
業

会
計
と
な
り
ま
し
た
。
減
価
償
却
費

の
計
上
な
ど
も
あ
り
単
純
な
比
較
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン

プ
お
よ
び
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
更
新
を

行
う
た
め
、
事
業
費
ベ
ー
ス
で
は
増

額
計
上
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳　
入

　
歳
出
（
性
質
別
）

り
、
増
額
計
上
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
地
方
債
残
高

お
よ
び
基
金
残
高
の
見
込
み

特
別
会
計
の
予
算
計
上
状
況

企
業
会
計
の
予
算
計
上
状
況

。
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歳入の用語説明
村　税　　　　　住民税、固定資産税、軽自動車税など
分担金・負担金　事業実施により利益を受ける人が負担す
　　　　　　　　るもの
使用料・手数料　公共施設の利用料、各種手続きにかかる
　　　　　　　　料金
繰入金　　　　　一般会計、特別会計および基金の間で、
　　　　　　　　相互に資金運用をするもの
地方譲与税　　　一旦国税として徴収され、その後市町村
　　　　　　　　に交付される税
各種交付金　　　一旦国県税として徴収され、その後市町
　　　　　　　　村に交付される交付金
地方交付税　　　地方ごとの格差是正のため国から交付さ
　　　　　　　　れる交付金
村　債　　　　　資金調達のための借入金

歳入　総額33億5,600万円

その他
１億4,516万円（4.4%）

分担金・負担金、
使用料・手数料
7,387万円（2.2％）

地方譲与税、
各種交付金
1億4,450万円
（4.3%）

村税
4億6,761万円
（13.9%）

地方交付税
17億4,100万円
（51.9%）

国・県支出金
3億8,406万円
（11.4%）

村債
3億9,980万円
（11.9%）

村債
3億9,980万円
（11.9%）

自主財源
6億8,664万円
（20.5%）

依存財源
26億6,936万円
（79.5%）

財産収入　513万円（0.2％）
寄附金　　200万円（0.1%）
繰入金　5,000万円（1.5%）
繰越金　5,500万円（1.6%）
諸収入　3,303万円（1.0%）

義務的経費
14億6,094万円
（43.6%）

任意的経費
18億9,506万円
（56.4%）

その他
3,044万円
（0.9%）
　維持補修費
　　454万円（0.1%）
　積立・出資金
　　1,590万円（0.5%）
　予備費
　1,000万円（0.3％）

物件費
5億182万円
（14.9%）

公債費
3億8,850万円
（11.6%）

補助費等
4億7,287万円
（14.1%）

普通建設・
災害復旧費
5億1,110万円
（15.2％）

人件費
8億1,079万円
（24.2%）

扶助費
2億6,165万円
（7.8%）

繰出金
3億7,883万円
（11.3%）

歳出　合計33億5,600万円（性質別）歳出　合計33億5,600万円（目的別）
その他
1億3,263万円
（3.9%）
　議会費
　5,786万円（1.7%）
　商工費
　6,476万円（1.9%）
　災害復旧費
　1万円（0.0％）
　予備費
　1,000万円（0.3％）　　

教育費
3億6,476万円
（10.9%）

総務費
6億45万円
（17.9%）

民生費
7億9,141万円
（23.6%）

衛生費
1億7,134万円
（5.1%）

農林水産業費
3億4,450万円
（10.3%）

土木費
4億6,123万円
（13.7%）

公債費
3億8,850万円
（11.6%）

消防費
1億118万円
（3.0%）

歳出（性質別）の用語説明
人件費　　　　　議員、特別職や職員給与など
扶助費　　　　　社会保障制度の一環として支給する費用
公債費　　　　　村債など借入金の返済に充てる費用
物件費　　　　　賃金、物品購入や委託料などに充てる費用
補助費等　　　　負担金、補助金、交付金や報償費に充てる費用
繰出金　　　　　一般会計から特別会計などに繰り出した費用
維持補修費　　　施設の補修に充てる費用
積立金　　　　　財政調整基金などの積み立てに充てる費用
普通建設事業費　公共施設の新増設に充てる費用
災害復旧事業費　災害により損傷した施設の復旧に充てる費用

歳出（目的別）の用語説明
総務費　　　　村全般の管理、選挙、税事務に充てる費用
民生費　　　　高齢者、障がい者、児童などの福祉事業に充てる費用
衛生費　　　　健康管理、ごみ処理、環境対策に充てる費用
農林水産業費　農業、林業や地籍調査などに充てる費用
土木費　　　　村道、河川、公園や村営住宅などの建設、管理に
　　　　　　　充てる費用
消防費　　　　常備、非常備消防（消防団）の運営管理に充てる費用
教育費　　　　小中学校、各種文化施設などの運営管理に充てる費用
議会費　　　　村議会の活動、報酬などに充てる費用
商工費　　　　商工業の振興、観光施設管理などに充てる費用

会　　計　　名 令和２年度
当初予算額

令和元年度
当初予算額

比較増減 住民１人当
予算額

１世帯当
予算額増減額 増減率

一 　 般 　 会 　 計 33億5,600万円 32億9,600万円 6,000万円 1.8％ 68万9,825円 202万2,905円

特
別
会
計

国民健康保険事業 4億5,300万円 4億4,500万円 800万円 1.8％ 9万3,114円 27万3,056円
介 護 保 険 事 業 6億4,500万円 6億4,300万円 200万円 0.3％ 13万2,580円 38万8,788円
後 期 高 齢 者 医 療 6,250万円 5,550万円 700万円 12.6％ 1万2,847円 3万7,673円
公 共 下 水 道 事 業 − 1億9,100万円 △ 1億9,100万円 皆減 − −
農業集落排水事業 − 1億3,100万円 △ 1億3,100万円 皆減 − −
特 別 会 計 合 計 11億6,050万円 14億6,550万円 △ 3億　500万円 △ 20.8％ 23万8,541円 69万9,518円

普 通 会 計 合 計 45億1,650万円 47億6,150万円 △ 2億4,500万円 △ 5.1％ 92万8,366円 272万2,423円
企
業
会
計

水 道 事 業 会 計 1億9,258万円 1億9,763万円 △ 505万円 △ 2.6％ 3万9,585円 11万6,082円
下 水 道 事 業 会 計 5億　690万円 − 5億　690万円 皆増 10万4,193円 30万5,544円
企 業 会 計 合 計 6億9,948万円 1億9,763万円 5億　185万円 253.9％ 14万3,778円 42万1,626円

全 会 計 合 計 52億1,598万円 49億5,913万円 2億5,685万円 5.2％ 107万2,143円 314万4,049円

令和２（2020）年度　中川村会計別予算額

★企業会計の予算額は、収益的支出＋資本的支出としました。
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村の総合計画に基づいた主な事業（新規、拡充を中心に掲載）	◎新規 ○拡充

★保健・福祉分野　～誰もが自分らしく暮らし続けることのできる“なかがわ”～
○産後ケア事業60万円　◎片桐保育園長時間保育室、事務室他空調機設置工事378万円
◎いわゆり荘非常用発電機点検修繕91万円　◎介護予防センター西館駐車場整備工事253万円
◎小規模ケア施設整備事業補助金750万円　◎障がい者地域活動支援センター事業4,865万円　など

そのほかにも多くの事業を計画しています。詳細については、役場総務課や図書館にて令和２年度当
初予算書が閲覧可能ですので、ご覧ください。　　　　　　　　　　　　　　総務課財政係　内線23

　
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」（
ふ
る
さ
と
納
税
）は
、寄
附
金

を
通
じ
て
想
い
を
寄
せ
る
自
治
体
を
応
援
い
た
だ
く
制
度

で
す
。

　

今
年
度
も
、
総
額
２
４
６
万
円
と
多
く
の
方
か
ら
ご
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、「
地
域

づ
く
り
基
金
」に
積
み
立
て
、中
川
村
第
６
次
総
合
計
画「
一

人
ひ
と
り
の
元
気
が
活
き
る
美
し
い
村
“
な
か
が
わ
”」
に

基
づ
く
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
川
村
へ
の
温
か
い
想
い
に
感
謝
し
ま
す
。

澤　

田　

祐　

二　
様
（
東
京
都
）

小　

林　

弘　

一　
様
（
神
奈
川
県
）

銘　

苅　

紹　

夫　
様
（
沖
縄
県
）

山　

田　

イ
ヨ
子　
様
（
東
京
都
）

前　

山　

将　

範　
様
（
神
奈
川
県
）

大　

谷　

豊　

美　
様
（
山
口
県
）

ほ
か
、
匿
名
希
望
７
人

◇
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
受
付
分

　

１
４
７
件　
　

１
９
２
万
円

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

★教育・文化分野　～悠久の歴史の中に人と文化が息づき郷土愛を育む“なかがわ”～
◎キャリアパスポート事業32万円　◎学力検定受講料補助70万円
◎文化財案内看板修繕28万円　◎アンフォルメル中川村美術館本館等改修工事1,100万円
◎牧ヶ原文化公園屋外トイレ増改築工事等4,680万円　など

★防災・減災・安全分野　～誰もが安心・安全に暮らすことのできる“なかがわ”～
◎貯水機能付配水管設置工事負担金1,500万円　◎地域防災計画策定業務385万円
◎重点ため池ハザードマップ作成業務450万円　◎河畔林整備事業（坊ヶ沢）300万円
◎大草城址公園法面対策工事4,000万円　◎河川浚渫工事（手取沢川）250万円
◎南信交通災害共済掛金負担金（０～14歳まで）23万円　◎防犯カメラ設置費109万円
◎新駐在所用地造成費176万円　◎高齢者安全運転支援装置購入補助30万円　など

★環境分野　～多くの自然に育まれ持続可能で快適に暮らし続けられる“なかがわ”～
◎役場庁舎空調設備改修工事7,446万円　◎電気自動車購入・充電装置設置工事350万円
◎大草城址公園トイレ改修工事100万円　特定外来植物駆除等業務71万円
リニア中央新幹線建設工事に伴う対策協議会など対策経費48万円　ごみ収集業務1,720万円　など

★産業・経済分野　～いつまでも働き続けられ活気あふれる“なかがわ”～
◎農業・観光交流センター開設事業1,295万円　◎インフラ長寿命化計画策定業務550万円
◎観光振興計画策定業務408万円　◎陣馬形山登山口駐車場トイレ建設工事等1,144万円
◎望岳荘大広間横トイレ洋式化工事646万円　◎キャッシュレス・消費者還元事業100万円　など

★都市整備分野　～生活基盤が整い快適で暮らしやすい“なかがわ”～
◎都市計画基礎調査・用途地域見直し検討業務500万円　◎道路ストック点検業務600万円
村道改良事業14,010万円　村道維持管理事業4,668万円　など

★行政経営分野　～住民への行政サービスを維持しつつ持続可能な“なかがわ”～
◎コンビニ交付サービス業務72万円　◎建築工事設計等支援業務50万円
◎災害対策基金積立金1,000万円　◎村ホームページ保守業務136万円　など

総
務
課
財
政
係　

内
線
23

◇
医
療
法
人　

日
聖
会

　
　

加　

藤　

尚　

之　
様

　

高
齢
者
の
方
が
自
分
で
車
を
運
転
し
な
く
て
も
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
、
巡
回
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
公
共
交
通

機
関
の
充
実
の
た
め
の
、
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
附
の
紹
介
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1月から3月までの村発注工事などの入札結果
総務課財政係　内線23

※工事130万円以上、業務委託等50万円以上の工事等（消費税込み、千円未満切捨て）

入札日 工事（業務委託等）名 落札金額（千円） 落札業者

1月　9日 役場庁舎空調設備等改修工事設計業務 2,310 ㈱アース下平設計

1月20日 メディアコンバータ等購入 674 ㈱エコーシティー・駒ヶ岳

2月13日 道路台帳補正修正業務 1,320 ㈱協同測量社

2月20日 望岳荘木質バイオマスボイラー導入工事 37,620 宮下建設工業㈱

2月21日

村単道路改良工事（村道沖田牧ヶ原線） 19,800 田島建設㈱

社会資本整備総合交付金事業舗装修繕工事
（村道北山方飯沼線）

6,710 田島建設㈱

村単舗装修繕工事（村道上島田島駅線） 1,320 宮下建設工業㈱

3月　6日 望岳荘消防設備改善工事 2,563 宮下建設工業㈱

3月13日 望岳荘木質バイオマスボイラー室建築工事 12,650 宮下建設工業㈱

3月19日 陣馬形の森公園テントサイト増設工事 1,991 ㈲与根山建設

3月31日 社会資本整備総合交付金事業橋梁修繕工事（北組橋） 13,310 ㈲与根山建設

令和２年度業務委託分
3月25日 エネルギーサービスプロバイダー業務 1,768 ㈱エネリンク

3月30日

役場庁舎清掃業務 924 ㈲佐藤商会

役場宿日直業務 3,160 （公社）駒ヶ根伊南シルバー人材センター

村例規管理システムデータベース維持更新業務 3,127 第一法規㈱

文書管理システム保守管理業務 1,320 矢木コーポレーション㈱飯田支店

一般廃棄物収集運搬業務（可燃・プラ） 10,194 清村商店

一般廃棄物収集運搬業務（不燃物） 6,747 金子建設㈲

不法投棄巡視及び回収分別処理業務 628 （公社）駒ヶ根伊南シルバー人材センター

小学校・中学校外国語指導助手派遣業務 5,397 ㈱エー・トゥー・ゼット

小学校・保育園外国語指導助手派遣業務 1,925 ㈱エー・トゥー・ゼット

中川文化センター等清掃業務 2,138 ㈲佐藤商会

3月31日

シンクライアントシステム保守業務 1,650 ㈱アズム松本支店

デジタル防災行政無線同報系保守点検業務 5,995
パナソニックシステムソリュー
ションズジャパン㈱中部社

中川文化センター宿日直業務 2,430 （公社）駒ヶ根伊南シルバー人材センター

中川文化センター舞台設備保守点検業務 1,870
パナソニックシステムソリュー
ションズジャパン㈱中部社

中川文化センタートータルビル管理サービス業務 660 三菱ビルテクノサービス㈱長野支店

中川文化センター空調設備用自動制御機器
保守点検業務

583
アズビル㈱ビルシステムカンパニー
長野支店

中川文化センター等消防用設備等の定期点検業務 537 新井電気工業㈱
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地
域
づ
く
り
の
た
め
の
補
助
制
度
を
紹
介
し
ま
す

地
域
づ
く
り

支
援
事
業
補
助
金

　

住
民
主
体
に
よ
る
地
域
づ
く
り
活

動
に
対
し
て
、
経
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

▼
対
象
事
業

　

次
の
⑴
～
⑻
に
係
る
事
業

⑴
自
然
環
境
の
保
全
お
よ
び
育
成

⑵
生
活
お
よ
び
文
化
の
振
興

⑶
産
業
の
振
興

⑷
交
流
お
よ
び
観
光
の
振
興

⑸
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

⑹
地
域
の
振
興

⑺
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

⑻
そ
の
他
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
事

　

業
で
村
長
が
認
め
る
事
業

▼
対
象
者

　

住
民
自
治
組
織
ま
た
は
そ
の
他
の

団
体
で
あ
っ
て
村
長
が
適
当
と
認
め

る
団
体

▼
対
象
経
費
お
よ
び
補
助
率

　

別
表
の
と
お
り

▼
補
助
金
の
交
付
回
数

　

同
一
年
度
に
１
回（
通
算
３
回
ま
で
）

　

地
域
住
民
が
村
の
美
し
い
景
観
を

保
全
し
育
成
す
る
た
め
に
実
施
す
る

事
業
に
対
し
て
、
経
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

　

対
象
事
業
や
補
助
率
な
ど
は
次
表

の
と
お
り
で
す
。
補
助
金
の
活
用
を

検
討
さ
れ
る
方
は
、
総
務
課
む
ら
づ

く
り
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

補
助
金
の
活
用
を
検
討
さ
れ
る
方

は
、
４
月
30
日（
木
）ま
で
に
総
務
課

む
ら
づ
く
り
係
へ
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
様
式
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
度
の
対
象
事
業
を

募
集
し
て
い
ま
す

美
し
い
村
づ
く
り

事
業
補
助
金

総
務
課
む
ら
づ
く
り
係

内
線
24

地域づくり支援事業補助金
補助対象経費 補助率

（上限10万円）項　目 内　　容

報償費
⑴外部からの講師や出演者への謝礼

10分の10以内
⑵専門的技能を有する者への謝礼

旅　費
10分 の10以 内 た だ
し、団体の構成員に係
るものは2分の1以内

需用費

⑴消耗品費

10分の10以内
⑵燃料費
⑶光熱水費
⑷印刷製本費

役務費

⑴通信運搬費

10分の10以内
⑵広告料
⑶損害保険料
⑷クリーニング代

使用料
および
賃借料

⑴施設使用料

10分の10以内

⑵車両および機材の借上料。ただし、
団体の構成員およびその家族が所有
する車両および機材の借上料を除く。
⑶高速道路使用料
⑷駐車場使用料

原材料費 団体の構成員およびその家族
から購入するものを除く。 10分の10以内

その他の経費 村長が必要と認める経費 10分の10以内

事　業 内　容 対象経費 補助率など

景観育成
事業

地区、住民団体ま
たは事業所などが、
景観の育成を図る
ために実施する事業

原材料費その他
事業に要する費
用で、村長が認
めるもの

10分の10以内
（上限5万円）
※原則1回限り

看板類撤去
更新事業

看板類の設置者が、
景観に配慮して看
板類の撤去または
更新を行う事業

看板類を撤去ま
たは更新する費
用で、村長が認
めるもの

2分の1以内
（上限5万円）

※1回限り

美しい村づくり事業補助金

　

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
分
か
り
や
す

く
、見
や
す
い
ペ
ー
ジ
に
な
る
よ
う
、

こ
れ
ま
で
の
内
容
を
整
理
す
る
と
と

も
に
デ
ザ
イ
ン
を
見
直
し
ま
し
た
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
係
る
事
業
費
は

５
，９
６
５
千
円
で
す
。

▼
こ
こ
が
変
わ
り
ま
し
た

①
今
ま
で
ご
要
望
の
多
か
っ
た
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
も
対
応
し
、
最

新
の
情
報
を
い
つ
で
も
気
軽
に
お

手
元
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

②
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
情
報
を
利
用
者

の
視
点
で
分
類
す
る
一
方
、
キ
ー

ワ
ー
ド
検
索
窓
を
設
け
る
な
ど
、

目
的
の
ペ
ー
ジ
へ
ア
ク
セ
ス
し
や

す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

③
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
に
も
配
慮

し
、
ご
年
配
の
方
や
体
の
不
自
由

な
方
に
も
支
障
な
く
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
、
音
声
読
み
上
げ
ソ

フ
ト
へ
の
対
応
や
、
見
や
す
い
色

使
い
に
な
る
よ
う
構
成
し
て
い
ま

す
。 中

川
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

令
和
２
年（
２
０
２
０
年
）４
月
１
日
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

な
お
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
、

Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
変
更
に
な
っ
て
い
る
ペ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
。
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
な

ど
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
手
数
で

す
が
登
録
の
変
更
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

さ
ら
な
る
情
報
の
充
実
や
発
信
、

利
便
性
向
上
の
た
め
に
随
時
改
善
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
中
川
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
課
む
ら
づ
く
り
係

内
線
24

スマートフォン向け

パソコン向け
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長
野
県
で
は
、
美
し
い
信
州
の
緑

づ
く
り
を
目
指
す
緑
化
運
動
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
毎
年
４
月
か
ら
５
月
に

か
け
て
「
緑
の
募
金
」
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
は
上
伊
那
全
体
で

約
８
５
１
万
円
、
村
内
で
は
30
万
円

余
り
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
さ
ま
ざ

ま
な
緑
化
推
進
事
業
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

今
年
も
各
地
区
を
通
じ
て
住
民
の

み
な
さ
ん
に
協
力
を
お
願
い
す
る
ほ

か
、
公
共
施
設
の
窓
口
に
も
募
金
箱

を
設
置
し
て
募
金
の
呼
び
か
け
を
行

い
ま
す
。

  

健
全
な
森
林
づ
く
り
、
緑
の
環
境

づ
く
り
に
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

地
域
振
興
の
た
め
の

　
　補
助
事
業
を
紹
介
し
ま
す

森
林
・
山
村
多
面
的
機
能
発
揮

対
策
交
付
金
へ
上
乗
せ
補
助

　

林
野
庁
で
は
、
地
域
住
民
、
森
林

所
有
者
、
自
伐
採
家
が
協
力
し
て
行

う
里
山
林
の
保
全
管
理
や
資
源
を
利

用
す
る
た
め
の
活
動
に
対
し
て
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
こ
の
補
助
金
へ
の
上
乗

せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者

　

森
林
所
有
者
、
地
域
住
民
、
自
治

会
な
ど
の
地
域
の
実
績
に
応
じ
た
、

３
人
以
上
の
者
で
構
成
す
る
組
織

▼
対
象
森
林

　

森
林
経
営
計
画
お
よ
び
森
林
施
業

計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
な
い
森
林

※
活
動
組
織
は
森
林
所
有
者
の
方
と

　

最
低
３
年
間
の
協
定
を
締
結

▼
補
助
対
象
と
な
る
事
業
内
容

・
荒
れ
て
い
る
里
山
林
や
竹
林
の
手

　

入
れ

・
薪
な
ど
地
域
資
源
を
利
用
し
て
山

　

村
を
活
性
化
さ
せ
る
取
り
組
み

・
森
林
整
備
の
た
め
の
作
業
道
整
備

▼
補
助
率
な
ど

　

活
動
す
る
メ
ニ
ュ
ー
ご
と
、
活
動

す
る
森
林
の
面
積
（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

に
応
じ
て
定
額

（
例
え
ば「
荒
れ
て
い
る
森
林
を
整
備

し
た
い
」
場
合
＝
最
大
ヘ
ク
タ
ー
ル

あ
た
り
２
万
円
な
ど
）

　

詳
し
く
は
振
興
課
林
務
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

振
興
課
耕
地
林
務
係

内
線
32

中
川
村
商
業
振
興
事
業補助

金

　

村
内
に
お
け
る
商
業
の
振
興
を
図

る
た
め
、
村
内
で
起
業
し
よ
う
と
す

る
方
や
小
売
業
な
ど
で
店
舗
な
ど
を

新
築
、
拡
張
、
改
装
な
ど
を
し
て
事

業
を
継
続
・
発
展
し
よ
う
と
す
る
方

に
補
助
金
を
交
付
し
、
村
内
の
商
業

の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者

・
中
川
村
内
で
小
売
業
な
ど
を
起
業

し
よ
う
と
す
る
方（
地
域
の
小
売

業
者
の
合
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

・
本
店
お
よ
び
店
舗
が
村
内
に
所
在

す
る
飲
食
店
、
小
売
業
お
よ
び

サ
ー
ビ
ス
業
（
医
療
お
よ
び
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
除
く
）

▼
対
象
経
費

　

小
売
業
な
ど
の
店
舗
な
ど
の
新

築
、
拡
張
お
よ
び
改
装
ま
た
は
附
帯

設
備
の
設
置
に
要
す
る
経
費
で
50
万

円
以
上
の
も
の
（
併
用
住
宅
の
場
合

は
事
業
部
分
に
係
る
経
費
）

▼
補
助
金
額

　

事
業
費
の
２
分
の
１
以
内

（
上
限
50
万
円
）

※
国
な
ど
の
補
助
事
業
の
支
援
を
受

け
る
場
合
は
事
業
費
の
10
分
の
１

以
内

　

施
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。
第

１
期
の
募
集
締
め
切
り
を
６
月
30
日

（
火
）と
し
ま
す
の
で
、起
業
、改
装
な
ど

を
予
定
し
て
い
る
方
は
事
前
に
振
興
課

商
工
観
光
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

振
興
課
商
工
観
光
係

内
線
33

中
川
村
ふ
る
さ
と
名
物

開
発
事
業
補
助
金

　

村
で
は
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た

「
ふ
る
さ
と
名
物
」
の
開
発
や
販
路

の
開
拓
を
行
い
「
ふ
る
さ
と
名
物
」

を
通
じ
て
村
の
情
報
発
信
が
見
込
ま

れ
る
事
業
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

し
支
援
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象

　

生
産
、
製
造
、
加
工
が
村
内
で
行

わ
れ
、
村
の
名
前
を
冠
し
、
村
の
情

報
発
信
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
農
林

水
産
加
工
品
ま
た
は
工
芸
品

▼
補
助
事
業
者

　

ふ
る
さ
と
名
物
開
発
に
取
り
組
む

村
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
、
法
人

お
よ
び
団
体

▼
対
象
経
費

　

商
品
開
発
に
か
か
る
原
材
料
費
、

専
門
機
関
な
ど
へ
の
委
託
費
、
専
門

家
へ
の
謝
金
、
デ
ザ
イ
ン
お
よ
び
商

標
に
要
す
る
経
費
、
新
商
品
に
関
わ

る
商
談
会
な
ど
の
出
店
に
要
す
る
経

費
、
試
供
品
の
製
作
お
よ
び
宣
伝
活

動
に
要
す
る
経
費

▼
補
助
率

　

事
業
費
の
２
分
の
１
以
内

（
上
限
20
万
円
）

　

開
発
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。
６

月
30
日（
火
）ま
で
に
振
興
課
商
工
観

光
係
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
審
査
会
で
審
査
の
う
え
決
定
し

ま
す
。
詳
細
は
、
振
興
課
商
工
観
光

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
緑
の
募
金
」活
動
に

　ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

振
興
課
商
工
観
光
係

内
線
33

振
興
課
耕
地
林
務
係

内
線
32
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小
・
中
学
校

転
任
・
退
任

　（ 

）
内
は
新
任
校

○
東
小
学
校

　

市
瀬　

一
宏　

教
頭

（
追
手
町
小
教
頭
）

　

気
賀
澤　

茂
男　
　
（
東
伊
那
小
）

　

下
郷　

貴
広　
　
（
千
栄
小
教
頭
）

　

手
塚　

歩
美　
　
　
　
（
立
科
小
）

　

宮
澤　

紀
子　
　
　
（
伊
賀
良
小
）

　

原
田　

亮
之
介　
　
（
中
川
西
小
）

　

竹
村　

義
延　
　
　
　
　
（
退
職
）

○
西
小
学
校

　

有
賀　

和
美　

教
頭

（
赤
穂
南
小
教
頭
）

　

長
谷
川　

晶
子　
　
　
　
（
退
職
）

　

福
西　

里
枝　
　
　
　
（
宮
田
中
）

　

木
下　

美
季　
　
（
木
曽
福
島
小
）

○
中
学
校

　

土
橋　

浩
一
郎　

校
長

（
赤
穂
南
小
校
長
）

　

橋
倉　

美
奈
子　
（
清
水
中
教
頭
）

　

伊
澤　

愛　
　
　
　
　
（
墨
坂
中
）

　

中
村　

大
樹　
　
　
　
（
芦
原
中
）

　

長
谷
川　

隆
貴　
　
　
（
高
森
中
）

　

両
角　

彩
里　
　
　
　
（
千
曲
小
）

　

臼
田　

岳
大　
　
　
　
（
長
谷
中
）

着

　任 　
　
　
（ 

）
内
は
前
任
校

○
東
小
学
校

　

尾
崎　

小
雪　

教
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
川
中
央
小
）

　

井
口　

章　
　
　
　
　
（
宮
田
小
）

　

大
野　

宏
道　
　
　
　
（
美
篶
小
）

　

小
池　

な
お　
　
　
　
　
（
栄
中
）

　

飯
田　

史
子　
　
　
（
箕
輪
西
小
）

　

荒
井　

隆
美　
　
　
　
　
（
新
任
）

　

遠
山　

宏
子　
　
　
　
　
（
新
任
）

○
西
小
学
校

　

岩
原　

秀
志　

教
頭　
（
上
松
中
）

　

片
桐　

直
美　
　
（
箕
輪
中
部
小
）

　

原
田　

亮
之
介　
　
（
中
川
東
小
）

　

村
上　

量
子　
　
　
　
　
（
新
任
）

　

竹
下　

麻
由
美　
　
　
　
（
新
任
）

○
中
学
校

　

石
井　

克
之　

校
長

　
（
松
尾
小
教
頭
）

着

　任 　
　
　
（ 

）
内
は
前
任
地

〇
大
草
駐
在
所

　

小
林　

厚
司　
（
大
下
条
駐
在
所
）

役
場
関
係

新
規
採
用　
　
　
　

総
務
課
庶
務
係

　

髙
橋　

明
徳

総
務
課
む
ら
づ
く
り
係

　

玉
垣　

章
博

保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

　

宮
島　

麻
衣

保
健
福
祉
課
保
健
医
療
係

　

小
池　

泰
山

会
計
室

　

平
田　

優
哉

み
な
か
た
保
育
所

　

中
山　

理
恵

片
桐
保
育
所

　

塚
原　

彩
乃

退
職
者　
　
　
　

　

池
戸　

波
津
美

（
保
健
福
祉
課
長
補
佐
兼

 

保
健
医
療
係
長
）

　

座
光
寺　

て
る
こ（
議
会
事
務
局
）

　

林　

亜
紀　
　
　
（
地
域
福
祉
係
）

　

松
本　

侑
悟　
　
　
　
（
会
計
室
）

　

米
山　

正
克

（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）

村
内
公
共
機
関
の
人
事
（
敬
称
略
）

 
令
和
２
年
度（
２
０
２
０
年
度
）新
体
制
ス
タ
ー
ト

駐
在
所

　

大
西　

由
美　
　
　
　
（
宮
田
中
）

　

坂
本　

淳　
　
　
　
（
飯
田
養
護
）

　

中
島　

千
博　
　
　
　
（
宮
田
中
）

　

小
林

裕
介　
　
　
　
（
屋
代
中
）

　

小
坂　

和
也　
　
（
茅
野
北
部
中
）

　

大
場　

実　
　
　
　
　
　
（
新
任
）

課
長
補
佐
級　
　
（ 

）
内
は
前
職

会
計
室
長
補
佐
兼
会
計
係
長

　

村
澤　

ゆ
か
り（
住
民
税
務
課
長
）

係
長
級

保
健
福
祉
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
担
当
係
長

　

片
桐　

千
穂
美（
高
齢
者
福
祉
係
）

保
健
福
祉
課
保
健
医
療
係
長

　

荒
井　

貴
之　
　
（
保
健
医
療
係
）

係
員
な
ど

み
な
か
た
保
育
所

　

那
須
野　

佐
千
子（
片
桐
保
育
所
）

　

平
井　

幸　
　
　
（
片
桐
保
育
所
）

片
桐
保
育
所

　

織
田　

奈
緒
子（

み
な
か
た
保
育
所
）

再
任
用

保
健
福
祉
課
長

　

菅
沼　

元
臣　
（
保
健
福
祉
課
長
）

令
和
２
年
度

中
川
村
消
防
団
幹
部

本　
　

部

　

団　
　

長 

米
山　

喜
明

　

副
団
長 

片
桐　

卓
広

　

本
部
長 

小
池　

久
志

　

ラ
ッ
パ
長 

荒
井　

悠
希

　

救
護
長 

鈴
木　

康
裕

第
一
分
団

　

分
団
長 

初
﨑　

望　

　

副
分
団
長 

斎
藤　

真
吾

第
二
分
団

　

分
団
長 

宮
﨑　

晃
一

　

副
分
団
長 

川
上　

貴
史

　

平
澤　

修　
　
　
　
　
　
（
退
職
）

転

　任 　
　
　
（ 

）
内
は
新
任
地

〇
大
草
駐
在
所

　

島
岡　

実　
　
　
（
松
尾
駐
在
所
）



№503広報13

　

中
川
村
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
者
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

消
防
団
員
の
訓
練
出
勤
手
当
お
よ

び
非
常
勤
出
勤
手
当
の
支
給
に
関
し

必
要
な
事
項
を
定
め
ま
し
た
。

　　

中
川
村
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
に

お
け
る
証
明
書
な
ど
自
動
交
付
サ
ー

ビ
ス
の
開
始
に
伴
う
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。

　

中
川
村
特
別
会
計
条
例
を
廃
止
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

下
水
道
事
業
の
地
方
公
営
企
業
法

適
用
に
伴
い
、
中
川
村
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
お
よ
び
中
川
村
農
業

集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
を
廃
止
し

ま
し
た
。

条

　例

　
３
月
中
川
村
議
会
定
例
会
が
３
月
２
日（
月
）か
ら
３
月
23
日（
月
）ま
で
の

22
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
議
会
で
は
、
条
例
や
平
成
31
年

度
補
正
予
算
な
ど
24
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
を
紹
介
し
ま
す
。

予

　算

３
月
中
川
村
議
会
定
例
会

　

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

第
５
号
お
よ
び
第
６
号
補
正
に
よ

り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
の
総
額
を

38
億
４
，８
３
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

《
歳
入
》

▽
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
臨
時
交
付
金

１
，１
２
２
万
円

▽
担
い
手
確
保
・
経
営
強
化
支
援
事
業

１
，０
２
７
万
円

《
歳
出
》

▽
国
補
正　

林
道
宮
ノ
沢
線
改
良
工
事

１
，３
９
０
万
円

▽
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
支
援
シ
ス
テ
ム

　

構
築
業
務　
　
　
　

２
８
６
万
円

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
関
係

　

備
品
購
入
等　
　
　

１
５
５
万
円

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

　

策
補
助
金　
　
　
　

３
０
０
万
円

▽
担
い
手
確
保
・
経
営
強
化
支
援
事

　

業
補
助
金　
　
　

１
，０
２
７
万
円

　私
た
ち
が
暮
ら
す
中
川
村
は
、
四
季
折
々
の
美
し
い
農
村
風
景
や
人
々
の

営
み
が
息
づ
く
生
活
文
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　平
成
30
年
度
に
村
で
は
、
地
区
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
、

村
の
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
を
“
美
し
い
村
な
か
が
わ
36

景
”
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

　中
に
は
、
身
近
に
あ
る
た
め
気
付
か
な
か
っ
た
隠
れ
た
名
所
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
も
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

中
川
村
の
魅
力
再
発
見
！

14

美
し
い
村
な
か
が
わ
36
景
探
訪
記

美
し
い
村
な
か
が
わ
36
景
探
訪
記

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
横
前
地

区
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
見
る
山
々
の

眺
望
で
す
。

　

横
前
地
区
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
昭
和

58
年（
１
９
８
３
年
）に
整
備
さ
れ
、

２
つ
の
ア
ル
プ
ス
に
囲
ま
れ
た
環
境

で
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
地
域
住
民

の
憩
い
の
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

晴
れ
た
日
に
は
開
放
感
の
あ
る
広

い
空
の
下
、
の
び
の
び
と
プ
レ
ー
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
に
は
桜
が
植
え

ら
れ
、
春
に
は
南
ア
ル
プ
ス
と
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
が
楽
し
め
ま
す
。

総
務
課
む
ら
づ
く
り
係

内
線
24

Point 

 

地
域
の
憩
い
の
場

横
前
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
望
む

南
ア
ル
プ
ス（
横
前
）
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コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
が

始
ま
り
ま
し
た

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑

登
録
証
明
書
な
ど
を
全
国
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
取
得
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
（
コ
ン
ビ
ニ
交
付
）
を

４
月
か
ら
中
川
村
の
住
民
の
み
な
さ

ん
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

役
場
窓
口
の
開
・
閉
庁
時
間
に
関

係
な
く
、
午
前
６
時
30
分
か
ら
午
後

11
時
ま
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

（
た
だ
し
、
12
月
29
日
～
１
月
３
日

を
除
く
）
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
に

つ
い
て
の
ご
相
談
は
、
住
民
税
務
課

住
民
係
ま
で
。

※
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た

め
、
令
和
２
年
５
月
２
日（
土
）～

５
月
６
日（
水
）の
終
日
、
サ
ー
ビ

ス
が
停
止
し
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
再
開
は
５
月
７
日

（
木
）午
前
６
時
30
分
の
予
定
で
す
。

住
民
税
務
課
住
民
係

内
線
44
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住民税務課税務係　内線42

令和2年度の住民税

　個人住民税とは？
　県に納める「個人県民税」と村に納める「個人村民
税」を合わせて「個人住民税」といい、令和２年１月
１日現在で中川村に住所がある人に課税されます。
　課税は、税金の負担能力のある人が均等の額によっ
て負担する「均等割」と所得金額に応じて負担する「所
得割」により課税されます。しかし、次のような場合「個
人住民税」は課税されません。
＜所得割も均等割もかからない人＞
・前年中に所得がなかった人
・１月１日現在、生活保護法によって生活扶助を受け
　ている人
・１月１日現在、障がい者、未成年者、寡婦または寡
　夫で、前年中の所得金額が125万円以下の人
＜均等割がかからない人＞
・前年中の合計所得金額が28万円以下の人
・扶養家族があり、前年中の合計所得金額が次の式で
　求めた金額以下の人
　28万円×（１+扶養家族数）＋16.8万円
＜所得割がかからない人＞
・前年中の合計所得金額が35万円以下の人
・扶養家族があり、前年中の合計所得金額が次の式で
　求めた金額以下の人
　　35万円×（１+扶養家族数）＋32万円
《均等割》平成26年度から10年間、年間1,000円引き上
げられ、村民税均等割3,500円、県民税均等割2,000円
（森林づくり県民税500円含む）となっています。
　税額引き上げによる増収分は東日本大震災からの復
興や、全国的かつ緊急に地方公共団体が実施する防災
対策の費用に充てられます。
《所得割》令和元年（平成31年）中の収入金額から必要
経費を引いた所得金額に対して課税されるものです。
　税率は、10％（村民税６％、県民税４％）です。

　年の途中で引越した場合は？
Q　私は、今年４月１日に中川村に越してきました。
この場合、令和２年度の住民税はどこに納めるのです
か？
A　個人住民税の賦課期日（課税する市町村・納税義
務者および税額等を決める日）は、毎年１月１日です。
この日に住所のある市町村に納めることになっている
ので、令和２年度分の住民税は中川村へ引っ越す前の

市町村に納めていただきます。また、逆に中川村から
ほかの市町村に引っ越した場合は中川村に納めていた
だきます。

　亡くなった方の住民税は？
Q  私の父は今年１月に亡くなりましたが、令和２年
度の住民税は納めるのでしょうか？
A  住民税は、１月１日現在で住所のある人に課税さ
れることとなっていますので、令和２年度まで課税さ
れます。令和２年になって亡くなられた方には、相続
人の方などに納税管理人になっていただき納めていた
だくことになります。

　公的年金からの特別徴収制度とは？
Q  私は昨年65歳になり公的年金の支給を受けるよう
になりました。住民税も年金より天引きされると聞き
ましたが？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
A  高齢者である公的年金受給者の納税の便宜を図る
とともに、徴収の効率化を図ることを目的に平成21年
10月から、年金より天引きする特別徴収制度が始まり
ました。
＜対象となる人＞
　前年中に公的年金の支払を受けた人で、特別徴収す
る年度の初日（４月１日）において老齢基礎年金など
の支払を受けている65歳以上の人が対象となります。
　ただし、次の場合には対象になりません。
・老齢基礎年金などの給付額の年額が18万円未満であ
　る場合
・当該年度の特別徴収額が老齢基礎年金などの給付額
　の年額を超える場合
＜対象となる税額＞
　年金から天引きされるのは、年金所得の金額から計
算した住民税のみです。給与所得や事業所得などの金
額から計算した住民税は、給与からの天引き、または
納付書で納めていただくことになっています。

　新型コロナウイルス感染症の影響により
　納付が困難な方へ
　新型コロナウイルス感染症の影響により、収入に相
当の減少があり、一時納入が困難な場合、１年間の徴
収猶予制度がありますので、税務係までご相談くださ
い。
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　３月は新型コロナウイル
ス感染症予防のため、イベン
トがありませんでした。
　写真はバンビーニの２月
までの普段の様子です。

【利用時間】　月・火・木・金曜日：午前９時30分～午後４時
　　　　　　土・日曜日・祝祭日：午前10時30分～午後３時30分
【閉 所 日】　毎週水曜日

つどいの広場バンビーニ

Tel･Fax 88-3201

vol.103

お知らせ （バンビーニの５月の予定）
・女性の就業相談
　日時：５月11日（月）　午前10時～午後２時
　＊予約制　お子さん連れで相談できます
・おさんぽに行こう！
　場所：天の中川河川公園
　日時：５月14日（木）　午前10時20分（現地集合）
※雨天・荒天の場合は18日（月）に延期します。
※急遽変更になるかもしれませんので、Google
　カレンダーでもご確認ください。

vol.103

今月は片桐保育園
「すみれ組」のみんなです

新すみれ組！
元気いっぱいがんばるぞー！！

　すみれ組
男の子　10人　女の子11人

桜と一緒に笑顔の花も咲かせよう
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つ
ど
い
の
広
場

年
間
登
録
料
は「
無
料
」で
す
！ 

　

つ
ど
い
の
広
場
バ
ン
ビ
ー
ニ
は
、

主
に
乳
幼
児
を
持
つ
親
と
お
子
さ
ん

が
、
気
軽
に
集
い
交
流
す
る
場
所
と

し
て
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

チ
ャ
オ
の
２
階
に
開
設
し
、
多
く
の

方
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

年
間
登
録
料
は
「
無
料
」
で
す
の

で
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

お
子
さ
ん
と
一
緒
の
利
用
だ
け
で

は
な
く
、
子
育
て
に
つ
い
て
相
談
し

た
い
親
御
さ
ん
の
み
の
利
用
や
、
妊

婦
さ
ん
の
利
用
も
歓
迎
で
す
。

　

多
く
の
方
の
利
用
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
は
、
育
児
の
援
助
を
受
け
た
い

方（
利
用
会
員
）と
育
児
の
援
助
を
行

い
た
い
方（
協
力
会
員
）が
会
員
と
な

り
、
相
互
に
助
け
合
う
事
業
で
す
。

　

利
用
会
員
は
、
村
内
在
住
で
小
学

校
６
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る

方
。
協
力
会
員
は
、
援
助
活
動
に
熱

意
を
持
つ
心
身
と
も
に
健
康
な
満
20

歳
以
上
の
方
で
す
。

▼
利
用
料
金
（
１
時
間
当
た
り
）

　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分

７
０
０
円

　

右
記
以
外　
　
　
　
　

８
０
０
円

　
（
一
時
保
育
援
助
が
あ
り
ま
す
）

 　

利
用
会
員
、
協
力
会
員
と
も
に
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。
登
録
は
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
つ
ど
い
の
広
場
バ
ン
ビ
ー
ニ
内

TEL 

88
―
３
２
０
１
）
ま
た
は
保
健

福
祉
課
地
域
福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予

　

防
の
た
め
、
開
所
日
な
ど
が
変
更

　

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

                            

保
健
福
祉
課
地
域
福
祉
係

内
線
26

か
つ
ら
の
丘
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
が

　
　
　
　
　
　
無
料
に
な
り
ま
し
た

　

村
で
は
、
令
和
２
年
４
月
１
日
か

ら
「
か
つ
ら
の
丘
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

場
」
を
無
料
化
し
ま
し
た
。

　

25
年
以
上
に
わ
た
り
、
地
域
の
中

核
的
な
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
周
辺
町
村
で
の
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
場
開
設
や
愛
好
者
の
高
齢

化
な
ど
か
ら
、
有
料
会
員
の
減
少
が

続
い
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め

る
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
と
し
て
開
放

し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
利
用
に
際
し
次
の
点
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

①
開
放
期
間
は
３
月
下
旬
か
ら
12
月

上
旬
で
す
。（
冬
期
間
は
コ
ー
ス

の
維
持
の
た
め
、
閉
鎖
し
ま
す
）

②
団
体
利
用
（
12
人
以
上
）
の
場
合

は
、
役
場
保
健
福
祉
課
ま
で
事
前

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
道
具
は
利
用
者
の
方
が
ご
用
意
く

だ
さ
い
。
団
体
利
用
の
場
合
の

み
、貸
道
具
を
用
意
し
ま
す
。（
要

相
談
）

④
ト
イ
レ
は
管
理
棟
西
側
か
ら
の
出

入
り
と
な
り
ま
す
の
で
、
案
内
板

に
従
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
、
管
理
棟
を
改
修
し
「
中

川
村
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
す
る
計
画
が
あ
り
ま
す
。

着
工
の
際
は
、
事
前
に
掲
示
し
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

施
設
の
損
傷
な
ど
あ
っ
た
場
合

は
、
役
場
保
健
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

保
健
福
祉
課
地
域
福
祉
係

内
線
26
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　3月から「春の農作業安
全確認運動」が実施されて
います。
　春作業による事故防止の
ため、作業の際は安全確認
を徹底しましょう。

１　乗用型トラクターについて
　乗用型トラクターについては、全国的に死亡事
故が最も多く発生しています。作業機械を付けた
状態で公道走行する際には、灯火器の設置をお願
いします。また、安全フレームやシートベルトな
どについても、追加装備や買換えなどの検討を行
いましょう。

農作業機械の事故を防ぎましょう

～地域みんなで進めよう　農作業安全～

中川村営農センター（振興課農政係）　内線34

２　機械整備について
　農業機械の整備不良の原因による事故防止か
ら、使用前には必ず点検・整備をしましょう。ま
た、使用しない期間も、日常的な点検から事故を
未然に防ぐことができますので、定期的に整備を
行いましょう。

　近年、農作業による死亡事故者数が300人以
上との報告があります。特に乗用型の農作業機械
における死亡事故が多発しています。シートベル
ト・ヘルメットの着用により、転落・転倒死亡事
故のリスクを減少することができますので、着用
を徹底しましょう。

防
災
・
消
防
の

拠
点
整
備
完
了

中
川
村
牧
ヶ
原
防
災
倉
庫

　

村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場
の

東
側
に
、
防
災
倉
庫
を
設
置
し

ま
し
た
。
近
年
各
地
で
頻
発
し

て
い
る
自
然
災
害
な
ど
に
備

え
、防
災
備
品
や
非
常
食
料
な

ど
の
備
蓄
を
進
め
る
た
め
、延

べ
床
面
積
67
・
04
平
方
メ
ー
ト

ル
、
高
さ
３
・
23
メ
ー
ト
ル
を

確
保
し
て
い
ま
す
。
災
害
備
蓄

品
の
保
管
場
所
が
増
え
、災
害

時
へ
の
備
え
が
強
化
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
事
業
費
は
、６
，５
０
６

千
円
（
う
ち
臨
時
財
政
対
策
債

６
，５
０
０
千
円
）
で
す
。

施
設
紹
介

総
務
課
交
通
防
災
係

内
線
21

出典：令和２年春の農作業安全確認運動
　　　ステッカー

消
防
団
第
一
分
団・第
一
部
詰
所

　

中
川
村
消
防
団
第
一
分
団
・
第
一

部
の
詰
所（
中
組
地
区
）の
建
替
工
事

が
完
了
し
ま
し
た
。
旧
詰
所
は
、
昭

和
51
年
の
建
築
で
、
老
朽
化
や
耐
震

強
度
不
足
の
懸
念
が
あ
っ
た
た
め
取

り
壊
し
、
同
じ
場
所
に
新
築
し
ま
し

た
。
新
し
い
詰
所
は
、木
造
２
階
建
、

延
べ
床
面
積
１
０
７
・
59
平
方
メ
ー

ト
ル（
１
階
47
・
53
平
方
メ
ー
ト
ル
、

２
階
60
・
06
平
方
メ
ー
ト
ル
）で
す
。

　

な
お
事
業
費
は
、２
７
，８
５
１
千

円
（
う
ち
臨
時
財
政
対
策
債
２
７
，

８
０
０
千
円
）
で
す
。

　

詰
所
の
完
成
に
伴
い
、
３
月
29
日

（
日
）に
は
、
団
関
係
者
の
内
覧
会
お

よ
び
一
般
向
け
の
見
学
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
地
域
を
守
る
消
防
団
の

益
々
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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保健センター　TEL88-3002

中川村では心臓病が
増えています

　心臓病は年々増加しており、現在はがんについで日本人の死因の第２位です。代表的な心臓病には、狭
心症や心筋梗塞・不整脈、心臓弁膜症などがありますが、近年最も増加しているのが心不全です。心不全
とは高齢者に多い病気のため高齢化に伴い急速に増加しています。

　心不全って何？
　「心臓が悪いために息切れやむくみが起こり、だんだん悪くなり生命を縮める病気」と定義されます。心
臓は全身に血液を循環させるポンプとして働いていますが、心不全になると全身に十分な血液を送り出す
ことができなかったり、全身の血液が心臓に戻らなかったりするため、さまざまな症状が現れます。息切
れやむくみが代表的な症状ですが、体重の増加や夜間のせき、寝ると苦しくなる、疲れやすくなったなど
の症状もあります。このような症状を日常生活の中で気づくことが大切です。

　心不全は予防すること、進行させないことが重要です！
　心不全のステージは４つあり、Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄと進行します（図１）。ステージＡは心臓病の原因となる
高血圧、糖尿病などの生活習慣病の段階です。これよりもさらに前から食事・運動・肥満解消・禁煙など
を心がけることが最初の心不全予防です。ステージＢは何らかの心臓病のために心臓の働きに異常をきた
した状態です。心不全を一旦発症すると、ステージＣと呼ばれます。その後は悪化と改善を繰り返しなが
ら悪化し、最終的には治療抵抗性の心不全であるステージＤまで進行します。

心不全のステージ（図1）

　中川村の心臓病の実態
　　　　　　　　　　平成30年度の後期高齢者（75歳以上）の入院医療費分析
　　　　　　　　　　1人あたり医療費/入院医療費に占める割合

　村では6月に後期高齢者健診（心電図含む）を実施しますので、毎年心電図検査を受け、自分の心臓の
状態を確認しましょう！

中川村 同規模※ 県 国
虚血性心疾患 4.7 2.4 2.6 2.8
心　　不　　全 14.5 10.2 10.7 9.7

心不全と
そのリスク

心不全の進展イベント

心不全リスク 症候性心不全

器質的心疾患
発症

心不全症候
出現

心不全治療
抵抗生

心不全
ステージ分類

ステージA ステージ B ステージC ステージD
器質的心疾患のない
リスクステージ

器質的心疾患のある
リスクステージ 心不全ステージ

治療抵抗性
心不全ステージ

●危険因子あり
●器質的心疾患なし
●心不全症候なし

●器質的心疾患あり
●心不全症候なし

●器質的心疾患あり
●心不全症候あり
　（既往症も含む）

●治療抵抗性
　（難治性・末期）心不全

身
体
機
能

心不全発症 心不全の難治化

慢性心不全

●高血圧
●糖尿病
●動脈硬化性疾患
　　　　　　　など

●虚血性心疾患
●左室リモデリング
（左室肥大・駆出率低下）
●無症候性弁膜症
　　　　　　　など
（突然死）

急性
心不全

慢性心不全の急性憎悪
（急性心不全）反復

時間経過

国、県、同規模と
比較し1.5～2倍
かかっています

※全国の市町村の中で人口5,000人未満の市町村
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今
月
も
剪
定
を
し
て
い
ま
し
た
。

頼
ま
れ
て
い
た
と
こ
ろ
は
一
通
り
済

ん
だ
の
で
新
た
な
現
場
を
求
め
て
中

川
を
徘
徊
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
月
は
長
ら
く
伐
採
し
た
ま
ま
放

置
し
て
い
た
渡
場
の
り
ん
ご
園
の
抜

根
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
一
応
バ
ッ

ク
ホ
ウ
の
講
習
は
以
前
に
受
け
て
い

る
の
で
す
が
、
そ
れ
以
来
動
か
す
の
は
半
年
ぶ
り
。
当
然
ほ
と
ん
ど

覚
え
て
お
ら
ず
、
よ
う
や
っ
と
操
作
に
慣
れ
て
き
た
頃
に
抜
根
終
了

と
相
成
り
ま
し
た
。
抜
い
た
株
は
し
ば
ら
く
放
置
し
乾
燥
さ
せ
て
水

気
と
土
を
落
と
し
て
か
ら
処
分
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

株
を
抜
き
終
わ
っ
て
何
も
な
く
な
る
こ
の
畑
、
使
い
道
が
今
だ
に

確
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
い
く
つ
か
考
え
て
は
い
る
の
で
、
ど
れ
に

す
る
か
は
こ
れ
か
ら
吟
味
し
て
い
き
ま
す
。
来
年
ま
で
に
は
決
め
た

い
と
こ
ろ
で
す
。

　

３
月
に
入
り
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
畑
づ
く
り
も
本
格
的
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
土
層
調
査
と
苗
を
植
え
る
場
所
の
溝
掘
り
を
依
頼
。
次
に
、

長
さ
30
メ
ー
ト
ル
深
さ
40
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
掘
ら
れ
た
溝
24
本
に

堆
肥
を
埋
め
る
土
づ
く
り
の
作
業
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
が
結
構
大

変
で
大
き
い
石
な
ど
も
多
く
、
し
ば
ら
く
か
か
り
そ
う
で
す
。

　

苗
づ
く
り
で
は
昨
年
秋
に
ま
い
た
種
も
こ
の
暖
か
さ
で
新
芽
が
出

始
め
順
調
に
育
っ
て
い
ま
す
。
苗
は
ま
だ
ま
だ
足
ら
な
い
の
で
新
た

に
１
３
０
０
粒
を
セ
ル
ト
レ
イ
で
育

苗
し
、
さ
ら
に
２
０
０
０
粒
を
ま
き

定
植
に
向
け
そ
ろ
え
て
い
き
ま
す
。

野
菜
畑
に
は
作
業
用
ハ
ウ
ス
と
育
苗

用
ハ
ウ
ス
を
建
て
て
完
成
間
近
で

す
。
育
苗
ハ
ウ
ス
が
完
成
次
第
、
ほ

う
れ
ん
草
、
カ
ラ
ー
ピ
ー
マ
ン
、
メ

ロ
ン
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
種
を
ま

い
て
い
き
ま
す
。

　

東
京
銀
座
で
運
営
さ
れ
て
い
る
「
日
替
わ
り

店
長
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
バ
ー
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｏ
」
に
ゲ

ス
ト
と
し
て
参
加
し
て
き
ま
し
た
。「
偏
愛
」

を
テ
ー
マ
に
今
回
は
伊
那
谷
の
偏
愛
と
い
う
こ

と
で
、
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
僕

が
現
在
取
り
扱
っ
て
い
る
ア
ッ
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ

の
紹
介
と
中
川
村
の
お
話
を
中
心
に
進
め
、
参

加
者
の
み
な
さ
ん
に
も
村
の
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
う
良
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

僕
の
協
力
隊
と
し
て
の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
１
年
に
な
り
、

今
年
は
新
た
な
取
り
組
み
を
行
お
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
既
に
商
工

会
経
由
で
通
知
が
届
い
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
村
内
の
商
工
会

会
員
事
業
者
対
象
の
映
像
制
作
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。
商
品
の
紹

介
、
店
舗
の
紹
介
、
新
メ
ニ
ュ
ー
の
発
信
、
事
業
内
容
の
紹
介
、
求

人
参
加
目
的
。
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
の
魅
力
を
お
伝
え

す
る
お
手
伝
い
が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
事
業
者
の
方
に
は

撮
影
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
興
味
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
気
軽

に
加
工
施
設
（
TEL 

88
―
３
９
８
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地域おこし協力隊活動記 vol.70 …それぞれの活動から…
茂木 彰洋

（隊員歴３年目）

 主な業務 　加工施設の運営、販路
　　　　　開拓など

　

３
月
に
入
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
の

中
止
が
相
次
ぎ
、
主
な
取
引
先
で
あ
る
道
の
駅
か
ら
の
注
文
問
い
合

わ
せ
な
ど
は
極
端
に
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
愛
媛
か
ら
企
業
が
新
規

取
引
の
説
明
に
お
越
し
に
な
る
予
定
で
し
た
が
そ
れ
も
中
止
に
な
り
、

営
業
訪
問
も
余
り
良
い
成
果
を
残
す
こ
と
な
く
過
ぎ
た
月
で
し
た
。

　

唯
一
、
お
彼
岸
の
期
間
だ
け
は
花
や
リ
ン
ゴ
な
ど
の
注
文
や
お
問

い
合
わ
せ
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
毎
日
営
業
で
飛
び
回
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
が
過
ぎ
れ
ば
ま
た
静
か
な

日
々
へ
と
逆
戻
り
。
そ
ん
な
状
況
で
も
せ

め
て
明
る
い
雰
囲
気
の
店
舗
作
り
は
大
切

だ
と
取
引
先
へ
提
案
し
、
花
鉢
や
花
束
の

注
文
を
受
け
ま
し
た
。
た
だ
観
光
客
が
メ

イ
ン
の
施
設
で
は
バ
ス
は
キ
ャ
ン
セ
ル
ば

か
り
で
来
店
客
も
少
な
く
閑
散
と
し
て
お

り
、
一
刻
も
早
い
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終

息
を
願
う
し
か
な
い
状
況
で
す
。

渋谷 直樹
（隊員歴２年目）

 主な業務 　農産物の販路拡大、
　　　　　農業観光の振興など

松村 和明
（隊員歴２年目）

 主な業務 　就農に向けての研修、
　　　　　農業振興など

平本 信一
（隊員歴１年目）

 主な業務 　就農に向けての研修、
　　　　　農業振興など

普段は満車になる道の駅の状況
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中
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
は

交
通
災
害
共
済
に
村
費
で

加
入
し
ま
す

総
務
課
交
通
防
災
係

内
線
21

　

南
信
地
域
町
村
交
通
災
害
共
済
の

加
入
に
つ
い
て
、
村
で
は
子
育
て
支

援
政
策
の
一
環
と
し
て
、
令
和
２
年

５
月
１
日
か
ら
１
年
間
の
期
間
、
中

学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
掛
け
金
を

村
費
で
負
担
し
、
全
員
加
入
を
行
い

ま
す
。

　

こ
の
期
間
に
、
該
当
の
お
子
さ
ん

が
、
国
内
の
道
路
上
で
発
生
し
た
事

故
（
自
転
車
の
自
損
事
故
を
含
む
）

で
ケ
ガ
を
負
い
、
２
日
以
上
の
入
院

や
３
日
以
上
の
通
院
を
し
た
場
合
な

ど
に
は
、
そ
の
事
故
時
点
で
村
に
住

民
登
録
の
あ
る
方
は
見
舞
金
を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
他
、
交
通
災
害
共
済
の
詳
し

い
こ
と
は
、
広
報
な
か
が
わ
３
月

号
、
ま
た
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
は

納
付
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う

住
民
税
務
課
住
民
係

内
線
44

　

令
和
２
年
４
月
分
か
ら
令
和
３
年

３
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
月
額
１
６
，５
４
０
円
で
す
。

　

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融

機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま
た
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て

の
納
付
、
そ
し
て
便
利
で
お
得
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て

い
た
だ
け
な
い
方
に
対
し
て
、
電

話
・
文
書
・
訪
問
に
よ
り
早
期
に
納

め
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
強

制
徴
収
の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を

行
い
、
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納

付
が
無
い
場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
納
付
義
務
の
あ

る
方
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
早
め
の
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険
料
が
免

除
・
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
伊
那
年
金
事
務
所
ま
た
は
、
住

民
税
務
課
住
民
係
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例
の

申
請
に
つ
い
て

住
民
税
務
課
住
民
係

内
線
44

　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
平

成
31
年
度（
令
和
元
年
度
）に
保
険
料

納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
方
で
、
令

和
２
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定
の

方
へ
、
基
礎
年
金
番
号
な
ど
が
印
字

さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特

例
申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い
る

方
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
返
送
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
令
和
２
年
度
の
申
請
が
で
き
ま

す
。（
こ
の
場
合
、
在
学
証
明
書
ま

た
は
学
生
証
の
写
し
は
不
要
で
す
。）

　

な
お
、
令
和
２
年
度
は
学
生
納
付

特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険
料
の

納
付
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
納
付
書

を
作
成
し
て
送
付
し
ま
す
。
お
手
数

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
伊
那
年
金
事

務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

伊
那
年
金
事
務
所

TEL 

76
―
２
３
０
１

保
育
園
を
開
放
し
ま
す

保
健
福
祉
課
地
域
福
祉
係

内
線
26

　

未
就
園
児
の
親
子
を
対
象
に
、
保

育
園
の
施
設
を
開
放
し
ま
す
。

　

同
年
齢
、
異
年
齢
の
子
ど
も
た
ち

と
の
ふ
れ
あ
い
や
、
い
ろ
い
ろ
な
あ

そ
び
の
体
験
、
保
護
者
同
士
の
交
流

の
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
今
年
度
の
開
放
日

　

７
月
８
日（
水
）・
８
月
５
日（
水
）

　

９
月
２
日（
水
）・
10
月
14
日（
水
）

　

11
月
11
日（
水
）・
12
月
２
日（
水
）

　

１
月
13
日（
水
）・
２
月
３
日（
水
）

　

３
月
３
日（
水
）

※
５
月
、
６
月
の
園
開
放
は
、
新
型

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
の
た
め

　

中
止
と
し
ま
す
。

▼
開
放
時
間

　

午
前
９
時
～
11
時
ま
で

※
保
育
園
の
都
合
に
よ
り
開
放
日
が

　

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

音
声
告
知
放
送
で
の
確
認
、
ま
た

　

は
利
用
し
た
い
保
育
園
へ
直
接
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

み
な
か
た
保
育
園　
　
　

TEL 

88
―
２
１
０
４

片
桐
保
育
園　
　
　
　
　

TEL 

88
―
２
５
６
４

風
し
ん
抗
体
検
査（
無
料
）

と
定
期
予
防
接
種（
無
料
）

を
実
施
し
て
い
ま
す

保
健
福
祉
課
保
健
医
療
係

保
健
セ
ン
タ
ー

TEL 

88
―
３
０
０
２

　

風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る
機

会
が
な
か
っ
た
年
代
を
中
心
に
風
し

ん
患
者
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
３

年
度
の
３
年
間
に
限
り
定
期
予
防
接

種
対
象
者
と
し
、
無
料
で
受
け
ら
れ

る
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　

昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
54
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

▼
期
間

　

令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

▼
場
所

　

抗
体
検
査
…
特
定
健
診
、
勤
務
先

の
健
康
診
断
、
指
定
医
療
機
関
（
通

知
文
参
照
）　

　

予
防
接
種
…
指
定
医
療
機
関
（
通

知
文
参
照
）

　

ク
ー
ポ
ン
券
が
届
き
ま
し
た
ら
、

ま
ず
抗
体
検
査
を
受
け
て
い
た
だ

き
、
十
分
な
抗
体
が
な
い
場
合
は
定

期
接
種
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。



№503広報21

ね
こ
の
繁
殖
制
限

補
助
事
業
を

活
用
く
だ
さ
い

長
野
県
動
物
愛
護
会
上
伊
那
支
部

TEL 

76
―
６
８
４
０

　

望
ま
れ
ず
に
生
ま
れ
る
不
幸
な
猫

の
減
少
の
た
め
に
、
繁
殖
制
限
の
必

要
性
を
広
く
普
及
し
、
人
と
動
物
が

住
み
や
す
い
環
境
お
よ
び
社
会
を
つ

く
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
ね
こ
の
避

妊
・
去
勢
手
術
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

▼
申
込
条
件

①
上
伊
那
郡
市
内
で
飼
養
ま
た
は
管

理
さ
れ
て
い
る
猫
、
ま
た
は
野
良

猫
。

②
上
伊
那
郡
市
内
の
動
物
病
院
で
手

　

術
を
受
け
る
こ
と
。

③
原
則
と
し
て
、
屋
外
に
出
し
て
猫

を
飼
っ
て
い
る
方
、
屋
外
に
い
る

猫
を
飼
養
さ
れ
て
い
る
方
、
野
良

猫
に
不
妊
手
術
を
受
け
さ
せ
た
い

方
お
よ
び
地
域
猫
と
し
て
管
理
さ

れ
て
い
る
方
を
対
象
に
し
ま
す
。

▼
補
助
金
額

　

１
匹　

３
，０
０
０
円

※
猫
の
避
妊
・
去
勢
手
術
に
限
る
。

▼
補
助
予
定
頭
数

　

補
助
予
定
頭
数
は
概
ね
４
８
０
匹

と
し
申
込
み
順
と
な
り
ま
す
。

（
予
算
が
終
了
し
た
時
点
で
受
け
付

け
も
終
了
し
ま
す
。）

▼
注
意
事
項

　

補
助
を
活
用
し
た
い
場
合
は
、
必

ず
、
避
妊
・
去
勢
手
術
の
前
に
申
請

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
避
妊
・
去
勢
手
術
後
の
申
請
は
受

　

け
付
け
ま
せ
ん
。

▼
申
し
込
み
期
限

　

令
和
２
年
４
月
９
日（
木
）か
ら

　

令
和
３
年
１
月
29
日（
金
）ま
で

▼
申
し
込
み

　

補
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
伊
那

保
健
福
祉
事
務
所
内
長
野
県
動
物
愛

護
会
上
伊
那
支
部
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

山
に
入
る
と
き
は

ク
マ
に
注
意
！

振
興
課
耕
地
林
務
係
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春
に
な
り
山
菜
を
求
め
て
入
山
す

る
機
会
が
増
え
ま
す
が
、
ク
マ
が
冬

ご
も
り
か
ら
目
覚
め
て
食
べ
物
を
探

し
て
動
き
回
る
季
節
で
も
あ
り
ま

す
。
特
に
冬
の
間
に
出
産
し
た
雌
グ

マ
は
子
グ
マ
を
守
る
た
め
に
神
経
質

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ク
マ
が
活
発
に
活
動
す
る
朝
夕
の

行
動
は
避
け
、
入
山
の
際
は
ラ
ジ
オ

や
鈴
な
ど
の
音
の
出
る
物
を
携
帯
し

ま
し
ょ
う
。

高
校
生
の

通
学
を
支
援
し
ま
す

教
育
委
員
会
総
務
学
校
係

TEL 

88
―
１
０
０
５

　

村
で
は
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援

と
し
て
、
高
等
学
校
へ
の
通
学
に
要

す
る
費
用
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者

　

村
内
に
住
所
を
有
し
、
高
等
学
校

に
通
学
す
る
生
徒
の
保
護
者
。
た
だ

し
、
補
助
対
象
者
及
び
同
一
世
帯
で

生
計
を
一
に
す
る
全
員
が
、
村
税
そ

の
他
義
務
的
納
付
金
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と
。

▼
補
助
金
の
額

　

高
等
学
校
の
通
学
に
利
用
す
る
鉄

道
及
び
バ
ス
（
村
営
巡
回
バ
ス
を
除

く
。）
の
通
学
定
期
券
の
額
の
２
分

の
１
以
内
の
額
。
た
だ
し
、
生
徒
１

人
に
つ
き
年
額
１
万
円
を
限
度
と
し

ま
す
。

▼
補
助
金
の
申
請

　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す

る
方
は
、
高
校
生
通
学
支
援
事
業
補

助
金
交
付
申
請
書
に
通
学
定
期
券
の

写
し
を
添
え
て
、
教
育
委
員
会
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

　

申
請
は
、
生
徒
１
人
に
つ
き
年
１

回
と
し
、
チ
ャ
オ
情
報
発
信
コ
ー

ナ
ー
備
え
付
け
の
申
請
書
を
使
用
く

だ
さ
い
。

障
が
い
者
職
業
訓
練

「
事
務
・
パ
ソ
コ
ン
技
能
科
」

受
講
生
募
集

長
野
県
南
信
工
科
短
期
大
学
校

TEL 

71
―
５
０
５
１

　

就
職
に
必
要
な
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル

や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
面
接
技
法
な

ど
を
学
び
ま
す
。

▼
訓
練
期
間

　

７
月
31
日
～
10
月
30
日

▼
訓
練
会
場

　

飯
田
市
松
尾
明

　

飯
田
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

▼
対
象
者

　

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録

を
し
て
い
る
、
障
が
い
者
手
帳
を

持
っ
て
い
る
方
。（
医
師
意
見
書
で

も
可
）。
定
員
５
人
。

▼
受
講
料

　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担

（
９
，０
７
５
円
）

▼
お
申
込
み

　

５
月
７
日
～
７
月
３
日
、
居
住
地

域
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
。

水
道
料
金
・
下
水
道

使
用
料
の
支
払
い

猶
予
に
つ
い
て

建
設
水
道
課
水
道
係
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
収
入
減
少
な
ど
の
影
響
を
受
け

た
世
帯
や
事
業
主
で
、
一
時
的
に
水

道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の
支
払
い

が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の

支
払
い
猶
予
等
に
関
す
る
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

▼
受
付
開
始
日

　

令
和
２
年
４
月
20
日
～

　

詳
し
く
は
、
建
設
水
道
課
水
道
係

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

図
書
館
だ
よ
り

お
休
み
の
お
知
ら
せ

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

TEL 

88
―
１
０
０
５

　

今
月
の
図
書
館
だ
よ
り
は
、
図
書

館
休
館
の
た
め
お
休
み
し
ま
す
。
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　　５月の星空★天体情報

★　　　★　　　★　　　★　　　★　　　★　　　★
天体あれこれ　「北斗七星の横に寄りそうように光る星・・・またの名を死兆星！」
　今月のお話は漫画やアニメーションに出てくる実在する星です。以前にも「ウルトラの星」の話をしました
が、今回は昔「週刊少年ジャンプ」に連載され大人気だった漫画で、40代から50代の方なら良く知っている「北
斗の拳」に出てくる星「死兆星」です。
　物語の中の設定では「この星を見た者は、その年の内に死ぬ！」と言われ、何とも不気味な星として登場し
ます。実はこの死兆星は実在する星で、どこにあるかと言うとアニメと同じ北斗七星の「柄」の部分の端から
２番目にあります。ここは「アルコル」と「ミザール」という二重星があり、アルコルが死兆星に当たります。
地球から約81光年と近くなのですが、ミザールほど輝いては見えません。目の良い人は肉眼でも見え、その昔
は徴兵検査の視力検査にも使われていました。この死をつかさどる星は漫画の中だけの伝説とお思いでしょう
が、実際に昔から不吉な星と言われていました。それはなぜか？古代ローマやギリシャでは先ほど説明した徴
兵検査に合格すると、兵士となり戦場などに借り出され危険な目に会うことが多くなるためにそう呼ばれる星
となったようです。
　漫画やアニメに出てくる星が実在するとうれしくなるのは自分だけでしょうか？

４月まで午後７時00分〜９時00分　　　　　　　　　　　銀河ドーム〔開館日〕木・金・土曜日　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL 88ー4288５月から午後７時30分〜９時30分　　　　　　　　　　　

銀河ドームから

★５月にみえる惑星・衛星　　　火星　　木星　　土星　　月

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

　

橋
澤　

定
子
さ
ん　
　
（
中　

組
）

　
　
　
　
　
　
（
92
歳
）

　

大
原　

隆
夫
さ
ん　
　
（
南　

原
）

　
　
　
　
　
　
（
68
歳
）

　

宮
澤

幹
さ
ん　
　
　
（
美　

里
）

　
　
　
　
　
　
（
95
歳
）

　

北
島　

嘉
昭
さ
ん　
　
（
葛　

北
）

　
　
　
　
　
　
（
83
歳
）

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

　

髙
橋　

朱あ
か

里り

ち
ゃ
ん

　
　
　
　

実み
の

里り

ち
ゃ
ん　
（
小
和
田
）

（
明
徳
・
歩
さ
ん
）

　

小
林　

陽ひ

月づ
き

ち
ゃ
ん　
　
（
下
平
）

（
大
祐
・
自
子
さ
ん
）

　

米
山　

つ
ぐ
実み

ち
ゃ
ん　
（
中
組
）

（
達
也
・
美
香
子
さ
ん
）

「
相
続
証
明
制
度
」を

ご
利
用
く
だ
さ
い

長
野
地
方
法
務
局

TEL 

０
２
６
―
２
３
５
―
６
６
１

各
種
税
金
の

無
料
相
談
所
を
開
設

関
東
信
越
税
理
士
会
伊
那
支
部

事
務
局

TEL 
74
―
８
１
７
０

　

税
理
士
に
よ
る
各
種
税
金
の
無
料

相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

▼
日
程

令
和
２
年

　

７
月
１
日（
水
）、
８
月
５
日（
水
）

　

９
月
２
日（
水
）、
10
月
７
日（
水
）

　

11
月
４
日（
水
）、
12
月
２
日（
水
）

令
和
３
年

　

１
月
６
日（
水
）、
４
月
７
日（
水
）

　

５
月
12
日（
水
）、
６
月
２
日（
水
）

▼
相
談
時
間

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

※
相
談
時
間
お
一
人
30
分

▼
場
所

　

伊
那
市
中
央
４
５
４
２
―
１

関
東
信
越
税
理
士
会
伊
那
支
部　

事

務
局
（
ホ
テ
ル
セ
ン
ピ
ア
駐
車
場

脇
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

関
東
信
越
税
理
士
会
伊
那
支
部　

事
務
局
（
平
日　

午
前
10
時
～
午
後

４
時
）

　

相
談
さ
れ
る
方
は
事
前
予
約
が
必

要
で
す
。

　

な
お
、
ご
予
約
が
い
っ
ぱ
い
に
な

り
次
第
締
め
切
り
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

相
続
が
発
生
す
る
と
、
預
貯
金
口

座
の
解
約
、
保
険
金
の
請
求
、
相
続

税
の
申
告
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
が

必
要
で
す
。
こ
れ
ら
の
手
続
に
は
、

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
の
戸
除

籍
謄
本
な
ど
を
取
得
し
、
金
融
機
関

や
保
険
会
社
ご
と
に
提
出
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
手
数
料
も
負
担

に
な
り
、
戸
除
籍
謄
本
な
ど
の
束
を

持
ち
歩
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

相
続
証
明
制
度
は
、
登
記
所
（
法

務
局
）
に
戸
除
籍
謄
本
な
ど
の
束
と

一
覧
図
を
提
出
す
れ
ば
、
そ
の
一
覧

図
に
証
明
文
を
付
し
た
写
し
を
無
料

で
交
付
し
ま
す
。

　

そ
の
後
は
、
一
覧
図
の
写
し
を
ご

利
用
す
れ
ば
、
戸
除
籍
謄
本
な
ど
の

束
を
提
出
す
る
必
要
が
な
い
の
で
大

変
便
利
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
長
野
地
方
法
務
局
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

新型コロナウイルス感染防止のため、5月10日（日）まで閉館します。



むらのできごと

　令和２年度 中川村消防団新幹部、新・再入団員任
命式がサンアリーナで行われました。
　今年度辞令を交付された新入団員は８人。さらに
特別消防団員として６人が再入団しました。「自分た
ちの地域は自分たちで守る」という自立精神を胸に、
消防団活動の第一線を担うことを心に誓いました。

４/５（日）　今年も満開でした！
　大草城址公園で例年開催される
「咲く楽市」など各種のイベントが
相次いで中止となるなか、桜は今年
も満開になりました。
　爽やかな青空と暖かな日差しの
中、10種類以上、200本以上の見
事な桜と花吹雪の中、来場された
方々は写真を撮ったり散歩をした
りと思い思いに楽しんでいました。
（公園内での飲食は自粛していた
だきました。）
　村内各場所の桜も青い空と山々
に映え、村の景観を華やかに彩りま
した。

４/２（木）
災害時の応急措置に万全の体制を

３/29（日）　地域を守る決意を胸に

　中川村と中川村建設業協会は、災害時などにおける被害の
拡大を防ぐため、災害時における応急措置に関する協定を締
結しました。
　この協定により、災害が発生したとき、または発生するお
それのあるときには、村の地域防災計画の規定に基づき、必
要な措置を村が建設業協会に要請できるようになります。

大草城址公園

牧ヶ原橋横前坂戸橋



むらのできごと

　中川中学校で３月18日に、中川東小学校、中川西小学
校では３月17日に卒業証書授与式が行われました。卒業
生86人は未来への期待を胸に、友だちとのたくさんの思
い出が詰まったそれぞれの学び舎を後にしました。
　また、みなかた保育園・片桐保育園では３月25日に卒
園式が行われました。卒園した園児51人は、入園当初と
は見違えるほど成長した姿で、楽しかった思い出を胸に
それぞれの保育園を巣立ちました。

新たな出会いに期待いっぱい たくさんの思い出を胸に

祝　卒園・卒業おめでとう
　　入園・入学

３月18日（水） 中川中学校 （卒業生40人） ３月17日（火） 中川東小学校 （卒業生19人）

３月17日（火） 中川西小学校 （卒業生27人）

３月25日（水） 片桐保育園 （卒園児29人）

３月25日（水） みなかた保育園 （卒園児22人）



　みなかた保育園、片桐保育園で４月３日に入園式が行
われました。満開の桜の中、笑顔いっぱいの園舎で新し
い１年が始まりました。
　中川東小学校、中川西小学校では４月４日に入学式が
行われました。真新しいカバンを背負った新１年生。緊
張の中にも期待に満ちたまなざしで、それぞれの学校へ
入学しました。
　同日には中川中学校でも入学式が行われ、希望と期待
に満ちた44人が中学生の仲間入りを果たしました。

新たな出会いに期待いっぱい たくさんの思い出を胸に

祝　卒園・卒業
新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい新たな出会いに期待いっぱい
おめでとう
　　入園・入学

４月４日（土） 中川中学校 （入学生44人）

４月４日（土） 中川東小学校 （入学生22人）

４月４日（土） 中川西小学校 （入学生30人）

４月３日（金） 片桐保育園 （入園児26人） ４月３日（金） みなかた保育園 （入園児16人）
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④

再生紙を使用
しております

←緊急情報配信サービス
　携帯電話でアクセスを！

中川村の人口 【4月１日現在】
（　）内は対前月

人口	 男	 女	 世帯数
4,846人（－16）	 2,291人（－10）	 2,555人（－6）	 	1,662世帯（±0）

中川村は
「日本で最も美しい村」連合

に加盟しています

　令和２年度中川中学校の入学式が４月４日（土）に行われました。
　満開の桜と暖かな春の日差しを受けながら、新入生44人が中川中学校の
門をくぐりました。
　上級生からリボンを受け取った後に向かった教室では、新しい教科書を前
に、入学式に向けて真剣に先生の説明を聞きました。
　入学式が始まると緊張した様子の新入生でしたが、これからの新しい中学
校生活の期待に胸を膨らませていた様子でした。

令和２年度
中川中学校入学式

第29回	中川どんちゃん祭り
中止のお知らせ

　新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、主催４団体（中川村商工会、
中川村総代会、JA上伊那中川支所、中川村）代表者会議を４月６日（月）
に開催し、第29回中川どんちゃん祭りを中止することを決定しました。
　中川どんちゃん祭りは、例年、８月第１週の土曜日に開催しています。
　今年は東京オリンピック・パラリンピック開催期間を避け、７月23日に開催するこ
とを予定していましたが、新型コロナウイルス感染症の収束が見通せないなか、住民
生活や地域経済への影響も懸念され、残念ながら今年は祭りを実施する状況にないと
の結論となりました。
　今は新型コロナウイルス感染症の拡大を予防し、地域経済や住民生活への影響を最
小限にとどめることが必要です。
　一日も早く事態が収束することを願いつつ、苦渋の決断をさせていただきましたこ
とをお知らせいたします。
　皆様にはご理解を賜りますよう、お願い申し上げます。

中川どんちゃん祭り　　　
大会長　宮下　健彦

第28回中川どんちゃん祭り
フォトコンテスト 大会長賞

中川どんちゃん祭り実行委員会事務局
中川村役場総務課むらづくり係

TEL 88-3001（内線24）　FAX 88-3890
Mail kikaku@vill.nagano-nakagawa.lg.jp




